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最近のロシアの人口移動

中　　村　　泰　　三

要　旨

最近のロノアの人口移動を主にロンアの経済地域別に観察すると、かっての人口移動

と適の現象、つまりロノアへの外国からの人口流入、北部、極東地方からの人口流出の

生していることが見出された。その主因は経済、民族などの諸問題である。

≠－ワード　人口移軌摩済松城、人口古都威、ロ／ア鹿家姐友不意八固着

はじめに

近年のロソアの人目移動は、ソ連時代と比べて大きく変化している。この変

化は現在かなり知られるようになった事実であり、筆者もこれまでこのことに

ついて若十の報告をしてきた。ここでは本学の研究助成金を利用して、最近の

動向について取り扱うが、これまで入手したデータをもとに中間報告を行いた

い0今後さらに資料を収集して分析し、最終的な研究結果の発表は次の段階で

行う予定である。

1．ロシアの共和国、州別人口動態

まず人口の全体的把握のため、ロノアの共和国、州別つまり主権構成体別に

みた1995、1996年の人口の動きをみるために、表1を用意した。ここにみられ

るように、人目の自然減が依然顕著で、主権構成体の多くでそれがみられるが、

社会増により人口の自然減をかなり補っているのか分かる。この傾向は1997年
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最近のロシアの人口移動（中村）
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最近のロンアの人口移動（中村）
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最近のロンアの人目移動（中村）

前半も、9月に発表されたコスコムスタソトの人LJ動態によれば統き（自然減

の地域は若干減少したが）、社会増も、ド咋約15万人と90咋代にみられる傾向を

特続している。

地域的にみて、1996年の靴乳減は全経済地域で続き、モスクワの位置する■ll

郎地域でもR然減は旧著である。また、近隣の」ヒ西部、ポルカ・フヤトカ、巾

央黒仁地域でも著しく、他方、北カフカス、ソヘリア、極東地方なとでは比較

的小さい。

2．人口の移動

人目移動については図1～5にグラフ化している。まず図日、2、5から明

らかなように、ロシアと外国との人口の流出入はロン了の人目流人超過であり、

近年の傾向を維持している。もっとも最近になるほと人l流出入の数字は減少

してきている。依然として、ロシアを除くCI S請国とハルト三国からの人口

流人がみられるが、社会m勢の安定化傾向により、ロソアヘ帰還する煙民や避

難民の流れが減少したからであろう。流入者の発地は中央アノアが最も多く、

次いでウクライナ、サカフカス諸国である。一方、ロシアからの流出先はウク

ライナ、カザフスタンなとである。

なお、ロノアの経折地域別外国との人目流州人で大きい数伯を示すのはl州；

地域、内シベリア、沼ポルカ、北カフカス地域などであるが、ロシア極東地域

と北部地域は外国との人目流出入で人口純流出を記録し、ロシアの他の純流人

地域と異なっている。これらの地域は祉会・経済情勢の変化と過酷な臼然条件

により人目流fl1の媚著な地域であるが、外国との人目流山人でも人Uの流出を

研いている。

図3は経済地域別人口の流山人（lll内、国外の合言l）を示したものである。

人日数の多いLJ」郡やrnポルカで移動者数は多いが、人∪数の少ない極東の人口

移動の人ささは頂著である。この地域は聞究地域として第一次l世相人戦前から

人目流人の苦しい地域であった。しかし、以前は純流人地域であったのか、近

年純流出地域に変わったのがnl上っている。人口純流人は北部を除き他の経済
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最近のロシアの人口移動（中村）
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資料：『1995年のロノア連邦の人I」と人∪移動』，モスクワ．1996年‖及び

『199帥トのロシアの社会経済状況血　モスクワ，1997年0）による。

囲5　近年におけるロノアの経済他1或と外国との人rl純流出入数

地域でみられる傾向である。なかでも中部、沿ポルカ、北カフカスでその数字

は大きい。

3．ロシア極東地域

L述の移動についての呑地域の異体的な説明は次恒＝こ回すとして、ここでは
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最近のロソアの人口移動（中村）

一例として昨年ウラジポストクで出版された『市場経済移行のもとでの極東地

方の経済と集落の地域構造の変化』9）を取上げてみよう。

ロシア極東地方は1990年代に入って、極東地力のすへての州、自治州、自治

管区で入日流出地となった。

それ以前人口流入地域であった極東地方のこの変化はかってのソ連構成共和

国の独立、交通賢の急騰を含む財政問題なとであるが、大きな理由はソ連がこ

れまで採ってきた人目移動政策の転換だとしている。また、これまでの人目、

労働ノノ誘引のために採られた物的刺激、各種特典はハイパーインフレーション

で魅力がなくなった。従って、1994年には極東地方で10力人が流山した。tL

IHソ連加盟国の中央アノア、ザカフカスからの避難民（これまでに流入してい

るか）の増大が予測されるという。

経折改革は」ヒ郡、特に極」ヒ部の産業、とりわけ鉱工業に重大な打撃をあたえ

た。これまで補助金に依存する生産を続けてきた企業はそれが得られなくなっ

たのと、多くの企業が軍需産業と関連することから来る受注減から／ト在が急速

に低卜し、それが工場の減産、閉弧をもたらし、従業員の解雇、流出を引き起

こした。マカタン州では1994年欠損企業が全企業の40パーセントを数えたが、

極東地方の285ノ1【セント、ロシアの16ノヾ一一セントに比へて、梅めて高い数佃

である。

このような北都地域からの人口の流山はロシア以外のウクライナその他のIll

ソ連加盟国への出身民族の帰還のみならず、極東地方南部への人U流入をもた

らした。例えば、沿海州へは1990年にカムチャッカ、マカダン、サハリン州か

ら6000人が流人したが、1992年には8000人、1994年には15，000人へと増大して

いる。

外国人労働者の上別口は既述の通りであるが、極東地方では1995咋9000人の外

国人労働者のうち70パーセントが農業と建設業で働いていた。1990年には工に

1二業部門で働いていたのと大きな違いである（1990年にくらへてl＿業部門労働

者は30分の1に減少）。外同人の中心は中国人（5000人）と朝鮮人（1500人）で

ある。

問題は不法入国者であり、1994年にロシア全体で163万人といわれていた。

－104－



j長近のロノアの人口移動（巾村）

たたし、他の機l某の師走では中国人の小法人l司書はソへリア、称東地方で500

ブイ人といわれる。彼らのロシア消細目場での椚躍ぶりはいうまでもないが、さ

らに本動確の取得、地元の金融市場への浸透にロノアは3戒の臼を向けている。

H、500力人という人きな放下はロノアの研究者とのインタヒューのなかでも

‾打定的な人と再定的な人かあり、その評仙ほ分かれている。なお、公認の外国

人ガ働苫数か少数なのは第5同相鮮一、ノ二シンポジウムのモトリノチ報告からも明

らかである。それによれば、1996作のハハロフスククライの流人外川人労働省

数は2962人川1l】、1人1246人、胡群人民民主主義共和国296人、へトナム103人、

モンコル20人、（1IS甜可1217人、その他80人）であった。なお、かって沿海州

l†邪に多数州＝ノていた朝田人の小火アジアへの追放、ペレストロイカ以降の

かっての居イ1地への帰伍†（これは巾央アシ了の地ノし民族の迫′ポにもよるが）希

望、さらにはここに民放「庸子J政即矩）形成への願望があり、只体的にそれに

むけての運動が進められたが、これに対するロン7人の反止、は柚めて警ノ射的で

ある。つまり親魚†人民艮仁王義共和国およひ申帽の廷辺剛鮮人什治区とl白旗国

境を接し、将来ロノ71王族の‘友全にと一Jて深刻な影響をもたらすと見なしてい

るからである。また、■川上1人は　時的な絹在の傾向を小しているが、朗鮮人の

永住者の多い傾向にも警戒している。

また、1997年山版心『椚淘州の地上11』では、人口移動がむ海州で流出超過に

なったのは1990年からとし（蓑2）、かっての居住地へ帰る人が多くなった

（総数の約、l′分）と述へ、州困拙こウクライナ、へラルー／、ラトヒ7、リト

アニア、アルメニア、カザフ、タタール、モルトハ人が多いという。流出のト

要な動機は∩民放とのl対係を取り戻す、親族の近くに居住Lたいという希望か

らたとしている。ロン7人の流山は物価高、ネl会・経済条竹の悪化、労働条件

の不満足、イドtノト足なとである

なお、先述の極」とからの移†1ポは増加したが、難uと共に定イ†の意志は掛、

という。

州内の移動は蓑3の通りであるが、移動者数の減少と最近の都巾の流人超過

と闘、」で流出超過がみられ、一【lM封、卜＼の人∪流入増の流れが以前の流れに灰っ

てきている。
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最近のロンアの人口移動（中村）

蓑2　沿海州の人口移動

住民1000人当たり（‰）

172

124

71

71

22

08

－14

－31

－0．7

－435

資料：『沿海州の地理』p7813）による

表3　沿海州の州内移動（1000人）

年度 ���78�8刺���ﾉ�H�｢�剩_村地区（人数） 人 伜"�入 偬��社会増 �?ﾂ�出 倆�檠�ﾒ�

1990 鉄x�3r�57．7 �3x�3��34，3 �8�3R�19，9 ����3r�0，2 

1991 鼎��3��48，0 �3��3��30，5 ���32�16．2 ��H�3R�1，7 

1992 鼎��3b�40，6 �#x�3R�28，1 ��ﾃ��3b�13．1 ��(�3R�0，6 

1993 �38�3B�34，4 �#8�3b�23，7 ��ﾃ��3��10，8 ����3r�0，1 

1994 �3X�C��35，8 �#H�3b�24，4 ��ﾃ��3"�11，9 ����3B�－0，4 

1995 �3��3B�38，4 �#h�3B�25，7 ���3r�12，1 ��(�3��－0，7 

質料：『沿海州の地理』p8013）による

ところで1997年度の学術交流でモスクワに滞在していた時入手したハハロフ

スクの人口（1997）11）、マカダン州の統計（1997）1町をみても人口減、人口流出

は続いている。マカダン州では1996年の人目の自然増減は－21パーミルの自

然減であるが、州内の地域差は大きく、最大の日然減は都市型集落ソーコルの－

53パーミルであり、ウブター（都市型集落）は56パーミルの自然増であった。

しかし、マカタン（－17パーミル）初め殆との都市域で人目減を記録してい
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最近のロシアの人∪移動（中村）

る。

一〟、人ll移動でも流出超過で、199昨流人12，316人、流出17，971人を記録

し、5，655人の純流山であった。州都マカダンでも994人の純流出であった。都

・l刷での人11減が一般的傾向なのはハハロフスククライの統計からも明らかで

ある。ハハロフスク巾でも1996咋1，000人の人目減であった。

結びにかえて

今回ロシアとその他のCIS諸国、ハルト　国の人口移動を取り扱ったが、CIS

諸国間といわゆる遠い外同問の入日移動については触れなかった。この分野は

次回で取り扱おうと考えている。これにl対する資料は和々あるが、モスクワの

吏洋学研究所滞／l中に入手した1997年発行の『クリムタタール・帰国の諸問題

』12）はイノタヒュー調査も行い、小冊了ながら優れた研究書で、一例として紹

介しておきたい。ここにクリムタタールのクリムへの帰還者数が出ている。そ

の数は1996年半ばまでに25力人を越えている。帰還者の多い年は1989～1993年

で、最近は減少（1995勾二9，200人、1996年前半3，600人）している。

また、ロシアを申心としたCIS諸国への外国人労働者（不法入国者を含む）

流人の効き（郡はここで紹介したが）も興味深いものであるが、次の機会に

譲りたい。いずれにせよ現／lの人目移動はソ連時代と異なる動きがみられ、こ

のことが内外の研究名の興味を引いているといえる。
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